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はじめに 

ウシガエル Lithobates catesbeianus は，

北米東部原産の外来種で，日本へは 1918 年

に食用として移入されたが，養殖業が廃れ

ると逃亡等により各地で見つかるようにな

り，現在は環境省の特定外来生物に指定さ

れている（関・松井，2016）． 

富山県には，1924 年 10 月 31 日に茨城県

から変態直後の個体が富山県水産講習所

（現在の富山県水産研究場）に持ち込まれ

たのが最初とされる（前田，1926）．野外で

は，昭和 10年代には高岡古城公園で既に生

息していたとされる（泉・瀬川，1985）．富

山県内では，主に西部で生息が確認されて

おり，滑川市より東側ではほとんど生息が

確認されていない（南部,2001）． 

今回，黒部市立野で本種を発見したので

報告する． 

  

確認状況について  

確認日時：2015 年７月 1日 21 時頃 

確認場所：黒部市立野（標高 1.5ｍ） 

個 体 数：１個体 

全 長：15cm（目測） 

確 認 者：不破光大 

 目視確認した個体は，写真撮影後に逃走

したため捕獲できなかった．本地点は，ト

キの飛来地として有名な休耕田を利用した 

 

ビオトープである．確認直後の 2015 年７月 

３日に周辺を再調査したが，確認できなか

った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

富山県東部における本種の記録は，黒部

市石田の片貝川右岸の水溜り（稲村・不破，

2007）のほかに，入善町椚山（太田・長井，

1963），黒部市生地・立野（黒部市史編纂委

員会，1983）の記録がある． 

黒部市石田では，2011 年７月２日の調査

で卵塊を発見しており，繁殖が確認された． 

しかし，入善町椚山，黒部市生地・立野

では，筆者の一人である稲村（1991）の調

査で確認されていない．また，その後も筆

者らは水生生物調査や採集を行ってきたが

確認されておらず，定着していなかったと

推測している． 
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今回の黒部市立野で発見された個体につ

いて，定着個体なのか，黒部市石田の生息

地から分布拡大したものなのか，人為的な

ものなのかは不明である．しかし，本種の

繁殖力を考慮すると，今後さらに生息範囲

を広げていくことが危惧されるため，引き

続き周辺地域を含めた調査が必要である． 

加えて，本種は外来生物法によって運

搬・飼育などが禁止されている特定外来生

物に指定されているため，注意が必要であ

る． 
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